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Seasonlchangesofemergencenumber，SeXratioandagecompositioninacolonyofPわistrellusabrtzmus  

WereinvestigatedinKagawaPrefbcturefrom1993to2000。ThenumbeIOfemergencewasthemaximum  

WhennewbornyOungemergedinthenestofthecolony。Themaximumnumberwas213individualsin  

1993．．nenumberdidnotriseoverinthesuccedingyear’S，SuggeStingnogrowthofthenumberofthecoト  

Ony・SexratiochangeSineachperiodoflifbl，htheperiodofparturition，ther’eWerenOmales．Thelargest  

partoftheagecompositionineachperiodoflifbwasyoungandafbwadultfemales．Itissuggestedthatthe  

longestsurvivalwasfiveyearsinfbmalesandlOmonthsinmales，r’eSpeCtively 

ような性構成や年齢構成からなっているかに  

ついての報告はない。   

筆者は，冬眠期（12～2月）を除いて，アブ  

ラコウモリの出巣個体数が季節によってどの  

ように変化するか。1個体群の，性構成や年齢  

構成のあり方を生活史との関係で考えてみよ  

うとした。  

調査地域および方法  

1つの個体群の個体数の調査は香川県三豊  

郡高瀬町比地（東経133041′，北緯34013′）で  

1993年7月～1996年7月にかけて冬眠期間（12  

～2月）を除いて，少なくとも月1回行った。  

巣の近くで出巣前から待機し，アブラコウモリ  

P．．αかα椚〟5の飛び出す個体数を5分間隔でカウ  

ンターで調べた。5分間に出巣する個体がない  

は じ め に  

コウモリの群（colony）の研究としては，冬季  

の群れの性比，大きさ，粗密および2種以上の  

混成について（Davis，1959；内田ら，1968；丸  

茂ら，1971；庫本，1972，1977，1979；庫本ら，  

1969，1978；森井，1978），交尾期の性比につい  

て（Me‡We，1973），コウモリの晴育集団の母獣  

および幼獣の構成について（庫本，1979；内田，  

1966；Funakoshi＆Uchida，1978，1982；森井，  

1981；MilliganeJαJ‖，1993）の報告がある。   

アブラコウモリ均ぬ如肋い血Ⅶ槻の1個  

体群の大きさについては，内田（1966），  

Funakoshi＆Uchida（1978，1982），谷口ら（1990）  

および森井（1993）の報告がある。しかし，ア  

ブラコウモリの1個体群が周年を通じてどの  
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1994年は7月，1995年は8月であった。その後，  

月の増加とともに，1994年，1995年とも11月ま  

で減少し続けた。全体として両年とも2山型と  

なった。   

今回調査した個体群で吼1994年の3～11月  

にかけて，出巣する個体数は0～189まで変化  

があった。一・方．1995年では4～11月にかけて，  

出巣する個体数は0～197まで変化があった。  

しかし，1994年には，それまでには気づかな  

かった場所（建物の3階の天井のすき間や2階  

の換気口）から飛び出す個体がみられた。  

1997年7月20日の20時ころには，当年生まれ  

の幼獣が巣の入口に出てきていた。また，1998  

年7月19日の調査では，出巣した28個体の内23  

個体は新産児であった。アブラコウモリP．  

αか〃〝㍑5が巣に帰って－くる早朝には，建物の3  

階のコウモリが出入りする近くでハシボソガ  

ラスC（）rV〟ぶC（）J伽eが待ちかまえていた。調査期  

間中の1997年4月16日，7月29日（巣の下）（幼  

獣）および1999年5月20日（10ケ月齢）（MO380）  

には傷ついて地面に落ちている個体がそれぞ  

れ1個体見つかった。   

周年調査できた柑97年と1998年における冬  

眠期を除く各月の性比の変化をFigり2に示して  

場合は，出巣が終了したものとみなし，その日  

の調査を終了した。   

性構成や年齢構成の調査は，上記の個体群を  

1996年8月～2000年7月にかけて月1回冬眠  

期間を除いて，巣から飛び出す個体を可能な限  

り捕虫網で捕獲して行った。捕獲した個体の雌  

雄および幼獣，成獣の区別iま森井（2000）に従っ  

た。調査後，左の前腕に約0．．0紬のナンバ・－を入  

れたアルミニユ・－ム製のバンド（標識）を付け  

て放した。バンドを付けた個体が再捕獲された  

場合は年月日を記録し，バンドのついていない  

個体が捕獲されると新しくバンドを付けて放  

した。バンドを付けた個体数は434頭である。  

結  果   

1993年7月～1996年7月までの3年間各月  

の出巣個体数を調査した。そのうち，周年調査  

のできた1994年と1995年の結果をFig．1に示し  

ている。冬眠からさめて－最初に出巣する時期は，  

年によって異なるが，1994年では3月，1995年  

では4月であった。冬眠あけから出巣する個体  

数は月の増加に、つれて増加していくが，1994年  

では6月，1995年では7月に一・時出巣個体数が  

減少していた。出巣個体数が最大になるのは，  
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期に一・番多かった。新産児の雄の占める割合は，  

1997年8月の23％～1997年7月，1998年8月の  

44％と7～8月が一・番多かった。9～10月には，  

新産児の割合は減少し，1歳齢以上の雌の占め  

る割合が1997年9月の21％～1998年10月の  

43％と増加して－いった。一・方，新産児の雄の割  

合は1997年9月で22％～1998年9月の6％と  

減少していった。  

考  察  

冬眠からさめる3～4月に出巣する個体数  

は少ないが，活動期の7～8月にはその年の  

ピ・一クになり，9～11月にかけて減少していく  

という型をあらわして－いた（Fig，．1）。その間，6  

～7月にかけて－出巣個体数は－・時的に減少し  

て－いた。3～4月に出巣する個体数が少ないの  

は，気温の高低によって，冬眠からさめる個体  

に違いがあるためと考えられる。6月（1994年）  

および7月（1995年）に，出巣個体数が一・時減  

少している（Fig．1）が，この時期は出産の時期  

いる。3～6月にかけて－は，性比は0“00～仇06  

であった。7～8月にかけては，0．30～0．78，  

9～10月にかけては，0い07～0．28であった。性  

比のピークは1997年7月または1998年8月で  

あった。成獣では，生活史のどの時期にも性比  

は仇00であった。  

1997年と19g8年にかけての冬眠期を除く各  

月の雌雄と年齢構成の割合をFig‖3に示してい  

る。1998年3月の個体群は，1歳齢以上の雌個  

体が一・番多く（85％），ついで前年生まれ（8ケ  

月齢）の雌で（29％），雄は前年生まれの個体  

（6％）のみであった。4～6月にかけては，  

1歳齢以上の雌個体が4月で50～85％と一・番  

多く，ついで8～11ケ月齢の雌個体が6月で  

15％一～4月で47％であった。鵬L方，雄は8～  

10ケ月齢の個体のみで，1997年4月，6月，1998  

年5月，6月の0％～1998年3月の6％であっ  

た。   

群の中で1～2ケ月齢の新産児の占める割  

合は1998年7月の65％～8月の85％とこ．の時  

（％）  
1997  

Apr・ May Jun．．JuI．． Aug．Sep．．Oct．  

1998  1mon軌～3monthsmale  

8mon也s～OnOy¢arOldmale   

lmonth～3moIlth＄毎male  

8months～oneyearo［dfemale   

ay8訂耶dl～3mon軌sfem8Ie   

≧onoy08rOJdf8malo   
Mar・ Apr・ May Jun． JuI．． AuE．Sep．．Oct．  

Fig．3 Agecompositionineachmonth”  
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と対応しており，出産が出巣を阻止するように  

作用しているのではないかと考えられる。7～  

8月には，多くの個体が出巣する（Fig．1）。この  

時期は新産児の飛び出す時期（内田，1966；Mo最，  

1980）と対応している。事実，この時期に飛び  

出す個体の中には，新産児が多く含まれている  

（Fig小3）ことが原因であると考えられる。また，  

10月，11月に出巣する個体が少ないのは．，気温  

が低下し，冬眠に入る個体が多くなったためと  

思われる。このように，冬眠あけの時期や冬眠  

に入る前の時期に出巣する個体が少ない原因  

としては外気温が大きく影響しているものと  

考えられる。しかし，冬眠期間中でも暖かい日  

には飛翔する個体が見られることがある（森井，  

未発表）。   

今回の調査では，巣から飛び出す個体数は，  

調査年月によって0～213までの変化があっ  

た。1個体群の個体数としては，福岡市（内田，  

1966）では，28～56，13～43，Fukuoka City  

（Funakoshi＆Uchida，1982）では37，69，106，  

川崎市（谷口ら，1990）では28′－250，および香  

川県（森井、1993）では11～74と今回の調査と  

同様に地域，場所および月日によって幅があっ  

た。同一・場所および同じ月（4月）でも年によっ  

て出巣個体数に8（1995年）～147（1994年）  

の遠いがみられた（Fig．1）。このように，出巣個  

体数に幅があるのは，調査日によって，寒い日  

と，暖かい日があることが原因と考えられる。  

1個体群の個体数の最大は，今回の調査では  

213であった。福岡市（内田，1966）では56，  

FukuokaCity（Funakoshi＆Uchida，1982）では106，  

川崎市（谷口ら，1990）では250，香川県（森井，  

1993）では74と地域や場所によって違いがみら  

れた。これは，生活空間の大きさが関係してい  

るのではないかと考えられる。しかし、  

Funakoshi＆Uchida（1982）は，1個体群の個体  

数は50以下で，100を超えることはまれであり，  

その理由として－，種内の食物に対する競争を抑  

えるためであると推測している。   

今回の個体群の最大出巣個体数213個体  

（1993年）は，18g個体（1994年）および197個  

体（1995年）より多い。これは，個体群の成長  

がなかったことになる。この原因としては，生  

息空間の広さによる環境抵抗や，標識によって  

確認はしていないが，調査期間中に1993年まで  

は気づかなかった場所（建物の3階の天井のす  

き間や2階の換気口）から飛び出す個体がみら  

れたこと，別の調査では建てて5年くらいのモ  

ルタルの家にもアブラコウモリが住みついて  

いること（森井，未発表）から，生息空間の限  

度を超えた個体数になると分封が起こってい  

ることが考えられる。内田（1966）も分封はあ  

るのではないかという疑念を持っている。また，  

アブラコウモリが巣に帰ってくる早朝に，建物  

の3階のコウモリが出入りす－る近くでハシボ  

ソガラスが待ちかまえていたことから，アブラ  

コウモリが巣に入るために壁に止まった瞬間  

にハシボソガラスに捕獲される個体もあるも  

のと思われる。その時アブラコウモリの体の一・  

部が傷つき致命傷となり，今回そ・の－・部が傷つ  

いた死体としてみつかったのではないかと思  

われる。このような，天敵による捕食のために  

個体数が減少することも考えられる。Wilson  

（1971）は家に住む砂0血涙grわα〝ぶが天敵の  

へどβ08CO〝5かわわち鳥e〟5f朗クOeC～わ〝0血5，クモ  

Are甲ゐ0／O Sp．．，およびゴキブリに成獣や幼獣が  

食べられることがあることをあげている。さら  

に，冬眠あけまでに多くの個体が死んでいく  

（森井，1997）ことが考えられる。これらのこ  

とが原因で，個体群の成長がみられなかったも  

のと思われる。内田（19郎）およびFunakoshi＆  

Uchida（1982）は，個体群としての成長がみられ  

ない原因として－，雄が1年以内の短命であるこ  

とと，老齢雌の死亡をあげている。   

冬耳民からさめる3～4月に性比の値が小さ  

い（Figい3）のは，前述したように，前年の9～  

10月に新産児の雄が多く死亡することや，冬眠  

中に多くの雄が死亡する（森井，1997）ためで  

はないかと考えられる。   

今回の調査を生活史にあわせて整理したも  

のがTablelである。3～4月の冬眠あけの時  

期の性比の値は小さく（Tablel），平均0“05で，  
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T（】blel．Sexratioineachperiodoflifbfrombirthtoparturitionl  

Periodoflifb  Year  Male  Female  Sex ratio Total  

periodoftheleavingthenest  O 84 

45  0．36  

22  0‖14   

31  0．06  

26  0．04   

45  0い00  

18  0い00  

∠
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 Thepalnng－tlmeandprehibemation  

periodofposthibernation  

periodofpa血tion  

に減少して－いくことが原因と思われる。コウモ  

リでは出産時期に雌を中心とした集団ができ  

る要因として，エビナガコウモリ〟～〝～甲妃′〟ぶ  

動物如拙やキクガシラコウモリ臓㈲んpゐ〟5  

桓・川∽甲〟g〃〟椚では出産時期には母娘を中心と  

する血線的雌（母）系群を主体とした繁殖集団  

がつくられ（庫本，1979），ヤマコウモリ坤cねJ〟5  

Jα5よ叩お′〟5（前田，1973）では，雄が集団から  

出ていき，雌だけの出産晴育集団になるとい  

う。このように，種によって－，出産時期の集団  

の形成様式は異なっているようである。   

アブラコウモリの胎児・産児の性比は香川県  

では0．．66（森井，1976）と雌個体の多い傾向が  

みられた。しかし，福岡市では0‖88と雌雄のあ  

いだに速いはみられなかった（内乱1966；  

Funakoshi＆Uchida，1982）。また，M．nigTicans  

（Wilson，1971）では0‖87，〟．γ〟椚α乃e乃5由  

（Milligan＆Brigham，1992）では約1・・0およびM  

5Cんre伽J5～〝αぬね〝∫～ぶ（Merwe，1973）では約1い0  

と雌雄はほぼ同じである。キクガシラコウモリ  

（庫本，1979）では，産児の性比は0．．340～1“857  

（平均，0‖96）と変化がみられる。このように，  

胎児・産児の性比には変化があり，Merwe（1973）  

は，こ．の値は年によって0い62，0り75と変化する  

という。このような要因については，今後より  

詳細な調査が必要であろう。   

7月（1997年）および8月（1998年）に性比  

の値をまピー・クになる。この時期は，所産児が飛  

翔を開始する時期と対応している。この時期に，  

性比の値が高くなるのは，新産児の雄が出巣す  

巣立期（7′、′8月）の約5％である。このこと  

は，巣立期の雄の約95％が巣立期から冬眠あけ  

までの間に死亡したことになる。Funakoshi＆  

Uchida（1982）は雄の85～96％が冬眠あけまで  

に死亡するという。このように，雄が冬眠あけ  

までに多く死亡することは内田（i996）および  

森井（1997）も指摘している。   

妊娠期間である5月や出産期の6～7月の  

性比は0一．00で，雌を主体どす■る集団になってい  

た（Fig．3）。5月下旬～7月初旬のアブラコウモ  

リの雌個体は腹部が大きくなり，触ると妊娠し  

ているこ．とがわかる。今回この時期に捕獲され  

た雌個体すべてで妊娠が確認された。1998年6  

月13日の調査では，13頭の捕獲個体のうち10個  

体はすでに出産しており，3個体は妊娠中で  

あった。また，1999年6月20日に，描獲した25  

個体のうち7個体が出産後であった。これは，  

香川県での出産時期が7月上旬（森井，1978）  

より少し早かった。このように年によって出産  

時期が多少ずれることについては，内田（1966），  

庫本（1977）および森井（2000）も指摘してい  

る。   

この出産時期の性比の値について，Fukuoka  

CityではFunakoshi＆Uchida（1982）から計算する  

と，個体群によって異なり，仇06，0．03，0小20  

であった。叫・OtishLS拘gus（Wimsatt，1945）で  

はこの時期の性比は0．00，0．03と個体群によっ  

て異なっていた。今回の調査からみると，アブ  

ラコウモ リの出産期の群が雌の集団からなっ  

ていることは，雄の個体が冬眠期を中心に自然  
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ることが原因であると考えられる。巣立期は，  

Morii（1980）は7月19日頃としており，内田  

（1966）は8月3，4日から12日頃としている。  

この巣立期の性比の平均値は0い84（Tablel）で，  

雌雄の間に違いはみられなかったが，福岡市で  

の巣立後の幼獣の性比は1“30～1い42（内田，  

1966）と雄が多く，岡山県では0．．77（森井，1981）  

と今回の巣立期の値とは少し異なっていた。し  

かし，巣立期の性比が香川県および福岡市で胎  

児・産児の性比より高くなっていることから，  

出産から巣立期までに雌個体が多く死亡する  

（森井，1997）ことを裏付けている。   

9～10月にかけて性比の値が小さくなって  

いる（Fig．2）が，この時期は冬附こ備えて多く  

の食物を採ったり，交尾の時期と対応してい  

る。この時期に性比の値が小さいのは，幼獣の  

雄の死亡が多い（Fig．3）ことが原因であると考  

えられる。この時期の幼獣の性比の平均は0い28  

で（Tablel），雄の割合が巣立期の約34％に減少  

したことになる。このことは，巣立期から冬眠  

前の時期までに，雌よりも雄が多く死亡してい  

くことを示唆しており，森井（1997）の結果と  

同じである。   

この時期に当年生まれの雌雄が繁殖に参加  

するかどうかを考えてみる。前述したように出  

産時期にあたる6月の雌は，幼獣も成獣も  

100％妊娠していた。交尾期に成獣の雄がいな  

いのに，雌では100％妊娠していることは，当年  

生まれの幼獣の雌雄とも交尾に参加するもの  

と考えられる。1997年10月10日に捕獲した雄個  

体の精巣は，それ以前の大きさに比べて小さく  

なって－いたことから，この時期にはすでに交尾  

を終えたものと思われる。Funakoshi＆Uchida  

（1982）は，秋までに性成熟し，10月の交尾期  

にも集団は変えないで，当歳獣は繁殖に参加す  

るという。〟．扉㌢～cα〝5の雄では2～3ケ月で性  

成熟に達するが，雌では少し遅れるという  

（Wilson，1971）。今回の交尾期の性比から考え  

ると，1頭の雄は4頭以上の雌と交尾したこと  

になる。   

今回のアブラコウモリの成獣においてをまど  

の生活史の時期にも雄はみられなかった。この  

ことから，今回の個体群には雄がいないか，非  

常に少ないのではないかと思われる。福岡市  

（内田，1966）では，成獣の性比は，一一つの個  

体群では01．00，もう一つの個体群では0．21で  

あった。このように成獣雄が少ない現象につい  

て，内田（1966）は雄が1年以内に死亡するこ  

とを暗示しているという。コウモリの性比につ  

いて，庫本（1973）は，幼獣では雌雄の数に大  

きな相違を示さないが，成獣ではモモジロコウ  

モリ〟．椚αC′0血cり血5やエビナガコウモリでは  

雄がわずかに優位で，コキクガシラコウモリ凡  

co用〟ぬやキクガシラコウモリでは雌が優位を  

示すという。アブラコウモリでは，生活史の各  

時期で性比に変化がみられた。このように性比  

が各生活史で異なることについて，Davis（1959）  

は，性による生存率の違いをあげている。また，  

Wilson（1971）は，年齢によって性比は変わると  

いう。そして－，宮尾（1970）は，晴乳類の雄と  

雌では寿命に差がある場合があり，環境条件の  

悪化に対する抵抗力にも差があるので，個体群  

の性比は時々刻々に変動するのが真の姿であ  

ろうとしている。   

今回の調査では，標識を付けた個体が何回も  

再捕獲され，中には調査期間中11回も捕獲され  

た個体があったことは，アブラコウモリは，あ  

まり住み家を変えないことを示しているもの  

と思われる。内田（1966）はアブラコウモリは  

家族的性格が強いという。   

4～6月の冬眠あけに，1歳齢以上の個体が  

多かったのは，前述したように，冬眠あけまで  

にその年生まれの個体が多く死亡する（森井，  

1997）からではないかと思われる。特に，雄個  

体が少ないのは、雄の寿命が1年以内である  

（内田，1966；Funakoshi＆Uchida，1982；森井，  

1997）ことと関連しているものと思われる… 今  

回の調査では，雌では4年以上，雄では，10ケ  

月齢が最長であった。Funakoshi＆Uchida（1982）  

および森井（1997）は，雌の最長寿命は約5年，  

雄は約3年であるというが，今回の調査からみ  

ると，そこまで生きる個体は少ないものと思わ  
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れる。   

7～8月に新生児の占める割合が高いのは，  

この地方でのアブラコウモリの出産は7月上  

旬（森井，1978）であり，産後約1ケ月で飛翔  

を開始する（Morii，1980）。そのために7～8月  

にかけて新産児の占める割合が高かったもの  

と思われる。その結果，性比も高くなっている  

（Fig．2）。ところが，9～10月になると，新産児  

の占める割合は減少してくる。これは，新産児  

において死亡する個体が多いためではないか  

と思われる。特に雄において多く死亡するもの  

と思われる（Fig．3）。このことが，全体の個体数  

を減少させる（Fig．1）一因になっているものと  

考えられる。  

摘  要  

1．1993～2000年にかけて，アブラコウモリ  

Pむf∫fre肋∫α占用∽〟∫同一個体群の各月の出巣個  

体数，各生活史の中での性構成および年齢構成  

について調べた。   

2．出巣個体数は新産児の巣立期が一番多く，  

最大は1993年8月の213個体であった。それ以  

後，1994年，1995年にこの個体数を超えること  

はなかった。すなわち、個体群としての成長は  

みられなかった。   

3．各生活史で性比は異なり，出産後の新産  

児のいる時期が一番高く，ついで巣立期，交尾  

期・冬眠前の時期，冬眠あけの時期で，出産期  

にはその値は0．00であった。   

4．各生活史の中での年齢構成は，0～1歳  

齢の個体を中心に，各年齢の成獣雌からなって  

いた。   

5．雄の最長年齢は10ケ月齢であり，雌では  

約5歳齢であった。  
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